
〈参考〉宮跡内既存施設（文化庁管理）の一覧

名称 構造・規模等 消防関連設備等 機械警備 避雷設備

地区名称 番号 施設名称 構造 階数 屋根 施設区分 延床面積 消火器 自火報 消火栓（外）消火栓（内） 延焼防止 受信機等 侵入感知 炎感知

朱雀門 59 朱雀門 木造 二重 瓦葺き 復原施設 251 ○ - - - - - - - ○

67 朱雀門管理施設 木造 一階 瓦葺き 便益施設 32 柵内 柵内 －

東院 56 東院南門 木造 一階 瓦葺き 復原施設 106 - - ○ - - - 柵内 - ○

57 北東建物 木造 一階 瓦葺き 復原施設 57 - - ○ - - - 柵内 - ○

58 正殿 木造 一階 桧皮葺き 復原施設 87 ○ ○ ○ - ○ - 柵内 ○ ○

60 機械室 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造一階 ｺﾝｸﾘｰﾄ 便益施設 79 ○ - - - - - - - －

61 便所 鉄骨造 一階 瓦葺き 便益施設 101 - - - - - - - - －

62 西建物 木造 一階 桧皮・板葺き 復原施設 214 ○ ○ ○ - ○ ○ 柵内 ○ ○

68 隅楼 木造 二重 桧皮葺き 復原施設 61 ○ ○ ○ - - - 柵内 - ○

遺構展示館 19 覆屋 鉄骨造 一階 鋼板葺き 便益施設 784 ○ ○ ○ - - －

21 覆屋付属棟 鉄骨造 一階 鋼板葺き 便益施設 168 ○ - - - - －

22 展示棟 鉄骨造 一階 鋼板葺き 便益施設 240 ○ ○ - - - －

24 遺構展示棟 鉄骨造 一階 鋼板葺き 便益施設 381 ○ ○ - - - －

41 便所 鉄骨造 一階 鋼板葺き 便益施設 108 - - - - - －

42 機械室 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造一階 ｺﾝｸﾘｰﾄ 便益施設 5 - - - - - －

55 井戸覆屋 鉄骨造 一階 鋼板葺き 便益施設 155 - - - - - - - - －

宮内省 31 宮内省南殿 木造 一階 桧皮葺き 復原施設 110 - - - - ○ - - - －

40 宮内省南殿第二殿 木造 一階 桧皮葺き 復原施設 110 - - - - ○ - - - －

48 宮内省西南殿 木造 一階 桧皮葺き 復原施設 156 - - ○ - - - - - －

50 宮内省西北殿 木造 一階 桧皮葺き 復原施設 208 - - ○ - - - - - －

53 機械室 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造一階 鋼板葺き 便益施設 36 - - - - - - - - －

30 便所 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造一階 鋼板葺き 便益施設 42 - - - - - - - - －

大極殿 59 正殿 木造 二重 瓦葺き 復原施設 ○ ○ ○ - - - 柵内 柵内 ○

※スポット・空気管・炎関知併用

67 付帯施設 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造一階 瓦葺き 便益施設 ○ ○ － － ○ －

※平成２２年度　文化庁 → 宮跡内防災設備整備計画中 ※避雷設備は、避雷針・棟上導帯併用：接地は接地板・接地線（網）併用
1 宮内省・遺構展示館　避雷設備 ※消火設備は、消火貯水槽併設
2 宮内省 延焼防止（ドレンチャー）
3 消火設備等整備 資料提供：奈良文化財研究所

《
資

料
 ４

》

※平成２１年度改修工事により更
新整備

管理計画（防災計画）について

　宮跡内既存施設の防災計画については、これまで防災設備の設置義務がなかった施設に関しても設備を付加していく方針とし、現在、文化庁により見直し
作業が行われている最中である。そのため、大極殿院地区についても既存施設の設備の見直しの状況を勘案して防災計画を検討していく予定である。


